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稚苗移植を行っている福島試験地に比べ生育初期の薬害は出
にくいと考えられる。以上のことから，秋田湖東試験地は生
育初期の薬害は比較的出にくいが，症状が出た場合はなかな
か回復しにくいといった特徴があるといえる。

最後に，湖東試験地と福島試験地は砂壌土という共通点を
除けばまったく性質の異なる気象・栽培条件で試験が行われ
ている。このことは水稲栽培上の地域差が大きい東北地域に
おいて，それぞれの試験場所が除草剤を適正に使用する上で
重要な役割を担っていると考える。
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令和４年農業総産出額

表 -1　令和４年農業総産出額（億円）の部門別構成および対昭和52年増減率（％）

令和４年の農業総産出額は９兆 15 億円。（農林水産省令和
５年 12 月 22 日公表）。令和４年は，耕種において米や野菜，
畜産において豚や鶏の価格が上昇したこと等により，前年に
比べ 1,631 億円（1.8％）増加した。米は，前年に比べ 247 億
円（1.8％）増加し，１兆 3,946 億円となっているが，主食用
米から他作物への転換等の需要に応じた生産の進展により，民
間在庫量が減少し，主食用米の取引価格（13,946 円）が前年

（13.699 円）から回復したこと等によるとされている。
部門別に農業総産出額に占める割合をみると，畜産が３兆

4,678 億円で 38.5％，野菜が２兆 2,298 億円で 24.8％，米が
15.5％，果実が9,232億円で10.6％，花きが3,493億円で3.9％
となっている。

農業総産出額は平成 27 年以降，９兆円前後で推移してきて

いるが，表 -1 に示すように，初の 10 兆円超えをした昭和 52
年の 89％に落ち込んでる。中味をみると，畜産は 124％，野
菜は 146％，果実は 125％，花きは 282％の伸びを示してい
る一方，米は 36％と，その落ち込み幅が激しく，農業総産出
額に大きなマイナスの影響を与えている。

生産農業所得も公表されている。これは，農業総産出額から
物的経費（肥料，農薬，飼料，光熱動力等，減価償却費及び間
接税）を控除し，経常補助金を実額加算して求めたものである。
平成 27 年以降３兆円台で推移し，令和４年は３兆 1,051 億円
となっている。これも昭和 52 年の５兆 1,677 億円に比べると
60％であり，農業総産出額に占める生産農業所得の割合をみ
ると，昭和 52 年の 51.1％から 34.4％に落ち込み，厳しい状
況にある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K. O）

　統計データから

計 ⽶ ⻨類 雑穀 ⾖類 いも類
昭和52年 101,140 72,524 39,075 668 38 882 1,678

令令和和４４年年 9900,,001155 5544,,777722 1133,,994466 664477 8833 771155 22,,119999

R4/S52 89.0 75.5 35.6 96.8 218.4 81.1 131.0

⼩計 果菜類 葉茎菜類 根菜類 ⼩計 茶
昭和52年 15,264 7,680 4,372 3,211 7,339 1,131 5,015 1,216 1,435

令和４年 2222,,229988 99,,996600 99,,441155 22,,992244 99,,223322 33,,449933 11,,555511 447711 660077

R4/S52 146.1 129.7 215.3 91.1 125.8 282.3 30.9 38.7 42.3

計 ⾁⽤⽜ 乳⽤⽜ 豚 鶏 養蚕 その他の畜産物

昭和52年 27,907 2,906 7,010 7,774 8,116 1,534 567 709

令和４年 3344,,667788 88,,225577 99,,001133 66,,771133 99,,771166 …… 997799 556655

R4/S52 124.3 284.1 128.6 86.4 119.7 … 172.6 79.7  

野 菜

表表ーー１１　　令令和和４４年年農農業業総総産産出出額額（（億億円円））のの部部門門別別構構成成おおよよびび対対昭昭和和5522年年増増減減率率（（％％））
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■協会だより
■■�2024年度植物調節剤の研究開発事業に関わる試験研究課
題の募集について
　日本植物調節剤研究協会では，植物調節剤の有効利用及
び作物・雑草の生理・生態等の研究啓発を目的に，大学，
国立研究開発法人，都道府県の試験研究機関との共同研究
の一環として試験研究を委託している。
　2024年度「植物調節剤の研究開発事業に関わる試験研究
課題」を以下のとおり募集する。

１．対象試験研究課題
　‌‌　除草剤，生育調節剤等の有効利用及び作物・雑草の
生理・生態の解明に関わる課題とする。
２．対象者
　‌‌　都道府県試験研究機関，大学，国立研究開発法人，民間
企業等関係者とする。
３．期間
　　原則として1事業年度（4月1日～翌年3月31日）とする。
４．試験研究費
　　原則として1課題当たり50万円（税別）を上限とする。
５．応募方法
　‌‌　当協会理事長宛に申込み文書及び試験研究実施計画書
を提出する。
６．審査方法
　‌‌　書面審査により採択課題を決定する。併せてヒアリング
審査を実施する場合もある。
７．成果の報告
　‌‌　試験研究の成果は当該年度末までに当協会理事長宛に
提出する。また,「植調」誌に記事を寄稿する。
８．申込み
　　期限：2024年3月末日（必着）
　　宛先：植調協会　総務部企画課（担当：村岡）
　　　　　〒110-0016　東京都台東区台東1-26-6
　　　　　TEL：03-3832-4188‌‌FAX：03-3833-1807
　　　　　E-mail：kikaku@japr.or.jp
　必要書類：応募申請書，試験研究実施計画書
‌（必要書類の様式については，企画課にお問合せください）

■研究会等
●日本農薬学会第49回大会
　日程及び会場：
　　2024年3月14日（木）　総会，受賞講演，特別講演
‌ ‌ ‌ 　なら100年会館（奈良県奈良市三条宮前町7-1‌1F）
　　‌ ‌ 3月14日（木）　懇親会，祝賀会
‌ ‌ ‌ 　ホテル日航奈良（奈良県奈良市三条本町8-1）
‌ ‌ ‌ 3月15日（金）～3月16日（土）一般講演，
‌ ‌ ‌ シンポジウム
‌ ‌ ‌ ‌ 近畿大学奈良キャンパス
‌ ‌ ‌ ‌ （奈良県奈良市中町3327-204）
　参加申込み方法等の詳細は学会HP（https://www.pssj2.jp/）を
ご覧ください。

●日本雑草学会第63回大会
　日程及び会場
　　2024年3月27日（水）　学会シンポジウム
‌ ‌ ‌ 　ライトキューブ宇都宮
‌ ‌ 　　　（栃木県宇都宮市宮みらい1-20）
‌ ‌ ‌ 3月28日（木）～3月29日（金）
‌ ‌ ‌ 一般講演・ポスター発表等
‌ ‌ ‌ ‌ 宇都宮大学峰キャンパス
‌ ‌ ‌ ‌ （栃木県宇都宮市峰町350）
‌ ‌ ‌ 3月28日（木）　懇親会
‌ ‌ ‌ 　ベルウィ宇都宮
‌ ‌ ‌ 　（栃木県宇都宮市宿郷5-21-15）
　参加申込み方法等の詳細は学会HP（https://wssj.jp/）を
ご覧ください。
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